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１ 地  勢 

  県の東部、千曲川中流部に位置し、上田市、東御市、長和町及び青木村の 4 市町村か

らなり、面積は 905.37ｋm2で、県総面積の 6.7％を占めている。 

 地形は、千曲川右岸は、烏帽子火山の流出で緩傾斜をなし、左岸西部は、平坦地で塩

田平と呼ばれ、南部の依田窪地域は、和田峠に源を発する依田川の流域に存している。 

 

２ 人  口 

   令和５年４月１日現在、管内の人口は 190,208人で 、県総人口の 9.5％を占めている。 

令和２年国勢調査時と比較すると 1.9％の減少となっており、市町村別では、上田市は

1.8％減、東御市は 2.0％減、長和町は 3.5％減、青木村は 3.7％減となっている。 

また、老年人口割合は 32.2％と、県平均 32.9％を僅かに下回っているが、全県の状況と

同様に上昇傾向を示している。特に、町村部においては 42.2％と高齢化が進行している。 

 

３ 交 通 

管内を北西方向に流れる千曲川にほぼ並行して上信越自動車道、北陸新幹線、しなの

鉄道及び国道 18 号があり、沿線に市街地・商工業地帯を形成するとともに、長野地域と佐

久地域や首都圏を結ぶ重要な交通網が構成されている。さらに、千曲川の西側に広がる

塩田平には上田電鉄別所線が通っている。 

現在、次世代の広域交通圏を担う上信自動車道などの高規格道路の計画推進と、それ

を補完する道路として位置付けられる国道 144号上野バイパス、国道 143号青木峠バイパ

ス等の整備や、地域の生活を担う国道 254 号三才山トンネルへのアクセス強化、通学路等

の交通安全対策推進事業(通学路合同点検箇所)などに取り組んでいる。 

 

４ 気 象 

管内の平均年間降水量は約 900mm であり、年間を通じて降水量が少ないため、穀倉地

帯である塩田平では、水不足を補うために、古来よりため池を造り、また、依田川・千曲川

から大規模な取水を行い、かんがいに用いている。 

年平均気温は約 12℃であるが、最高気温と最低気温の差が大きい典型的な内陸性の

気候である。 

 

５ 産  業 

新型コロナウイルス感染症の影響が和らぎ、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進

みつつある中で、ウィズコロナ・ポストコロナを見据えた経済対策が重要となっている。 

農業は、少雨多照な気候条件と、標高420mから 1300mの標高差を活かし、多様な作物

が生産されている。農業経営体数は 3,133（2020農林業センサス）で、５年前に比べ 22.4％

減少している。このため、管内の関係機関・団体が連携して新規就農者確保や就農後の

支援に取り組むとともに、担い手への農地集積や果樹園地の継承、農地や農業水路等の
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保守・管理など、営農環境の整備を進めている。また、販売力の高い品目・品種への転換、

連絡協議会等との連携による千曲川ワインバレー構想の推進に取り組んでいる。 

 林業は、県内有数のカラマツ産地であり、その多くが木材として利用可能な林齢を迎え

ていることから、「森林環境譲与税」や第４期のスタートとなる「長野県森林づくり県民税」等

を活用し、主伐・再造林等による森林整備や地域材の利用促進、民間企業等との連携強

化等を進め、地域林業の活性化や持続的な森林経営を図るとともに、森林の二酸化炭素

吸収機能や木材の炭素固定機能の発揮によるゼロカーボンの推進に取り組んでいる。 

商業は、上田市、東御市を中心に商圏が形成されている。令和３年度の商圏調査による

と、上田市（合併前）の吸引力係数は 137.5％と全県で第４位となっており、上田地域の商

業の中心となっている。しかしながら、上田地域から他地域への流出により、近年の商圏人

口は減少しているほか、買い物客の大型店志向により、中心市街地の商店は厳しい状況

にある。 

工業は、電気機械器具製造業や輸送用機械器具製造業を中心に加工組立型企業が多

く集積している。管内には、信州大学繊維学部を始め、公益財団法人長野県産業振興機

構上田センターや一般財団法人浅間リサーチエクステンションセンター（AREC）等が存在

し、これらの機関が相互に連携を図りながら、企業の新技術・新商品開発や今後成長が期

待される分野への事業展開を支援している。  

観光は、国宝や重要文化財など名所・旧跡が数多く残るほか、高原や温泉地など多彩

で魅力的な観光資源を有している。しかしながら、近年は、観光地利用者数及び消費額が

減少傾向となっている。特に令和２年以降は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、令

和元年と比較してほぼ半減となったが、令和５年５月に新型コロナウイルスの感染症法上の

分類が５類に移行され、生活面の制約が緩和されたことなどから回復傾向となっている。 

 面積、人口等     （令和５年４月１日現在） 

市町村名 面積 世帯数 

人口 老年 

人口 

割合 

人口密

度(1k㎡

当たり） 

１世帯

当たり

人口 

２年国調

人口対

比 
計 男 女 

  k㎡ 世帯 人 人 人 ％ 人 人 ％ 

上田市 552.04 65,438 151,315 74,167 77,148 31.6 274.10 2.31 98.2 

                   

東御市 112.37 11,469 29,523 14,544 14,979 32.0 262.73 2.57 98.0 

                   

長和町 183.86 2,315 5,403 2,697 2,706 43.2 29.39 2.33 96.5 

                   

青木村 57.10 1,546 3,967 1,911 2,056 40.7 69.47 2.57 96.3 

                   

計 （A） 905.37 80,768 190,208 93,319 96,889 32.2 210.09 2.35 98.1 

                   

県計（B） 13,561.56 844,256 2,007,647 981,739 1,025,908 32.9 148.04 2.38 98.0 

                   

（A）/（B）％ 6.7 9.6 9.5 9.5 9.4        

 （注） 面積は、国土地理院による（Ｒ5.１.１現在）  世帯数・人口は、毎月人口異動調査による（Ｒ5.4.1現在) 

 


